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に著明に高値である口対して健側 A/L値は正常であるが健側増加率は底値をとる。 iii )内頚動脈狭窄
では患側内頚動脈A/L値は低下し，患側増加率も低値である D 対して健側A/L値は代償性に高い。し
かし健側増加率は低値である。 iv) 内頚動脈閉塞では患側内頚動脈A/L値は O であるが健側 A/L値
U代償性に高い。増加率は患側・健側ともに 0%である口 V) 前交通動脈閉塞では左右内頚動脈A/L
値は正常であり，左右の増加率は全く認められない。 vi) 脳底動脈閉塞では左右椎骨動脈A/L値は正














〔総 括〕本研究の主な意義は次の 2 点である。
1) A/Lおよび一側総頚動脈圧迫時の他の脳内注入動脈血流の増加 という計量化した指標を用いて
超音波ドプラ血流検査法を定量化の方向に一歩すすめた。
2 )静的循環動態 (A/L) ，と一側頚動脈圧迫時の動的循環動態(増加率)を組合せることにより，
これまで血管撮影によらねばならなかった脳内の血管病変の部位や性質を皮膚上から非侵襲的に容易
に診断することを可能とした。
論文の審査結果の要旨
本研究は超音波ドプラ法により頚部の皮膚上から非侵襲的に脳内の血管障害の性質や部住診断を可
能ならしめたもので その臨床的意義は大きい。
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方法として平均宣言高流速に相当する A/L値およびー側総頚動脈圧迫時の他の脳内注入動脈血流の増
加率という計量化した指標を用いているが，これらの指標は安静時 負荷時の正常および異常血行動
態を把握させて診断を与えるもので良い着眼点といえる。またこれらの指標の定量性についても厳密
に考察されており j 指標が意味を有する範位内で論理をすすめ，一方でトは豊富な症例を用しヘこれら
が脳血管撮影で実証されている点で本研究の結論は蓋然性を有する。
したがって本研究は学位論文として充分価値あるものと認める。
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